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B タイプのトイレの例（第 2体育館） 
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多目的トイレ（多機能トイレ）とは、「車いす使用者が利用できる広さや手すりなどに  

加えて、おむつ替えシート、ベビーチェアなどを備えて、車いす使用者だけでなく、高齢者、 

障がい者、子ども連れなど多様な人が利用可能としたトイレ」（国土交通省 HP より）の 

ことをいいます。一般的には、車いす利用の方専用のトイレと思われがちですが、近年では 

ユニバーサルデザインの考え方に従い、多様な人が利用できるように、ベンチやベッド、おむつ

換えシートやベビーチェア、子ども用の便座、オストメイト（※1）対応の設備等、様々な 

設備が設置されています。また、男女共用の多目的トイレであれば、性的少数者の方が 

利用する際にも役立ちます。 

しかし、一言で多目的トイレといっても、トイレによって広さや設置されている設備は様々

です。岡山大学の中にも、色々な多目的トイレがあります。以下にその一部を紹介すると 

ともに、健常者の方が多目的トイレを利用する際の注意点を記述します。 

◆岡山大学の多目的トイレ 

 

 大まかに分類すると以下の A～Cの 3 タイプに分けられます。 

※1  オストメイト：便や尿を排泄するための人工肛門や人工膀胱をもっている人のこと。 

●A タイプ：多目的トイレとして最低限の設備を備えたタイプ（車いすで余裕をもって回転 

できるスペース、便器に移乗するために手すり、車いす利用の方が使用しやすい 

高さの洗面台）。それに加えて、さらに簡易のベッドや椅子を設置しているトイレ 

もあります。 

●C タイプ：一般のトイレの中に、多目的トイレも設置されているタイプ。一般の男性用・ 

女性用トイレの中にある為、男女共用ではなく、また多目的トイレ用の洗面台が

無い場合もあります（個室外に一般トイレ用の洗面台はある）。 

 

多目的トイレのご紹介 

 

 

通号６７号 

みなさん、こんにちは。 

 岡山大学のほとんどの建物には、多目的トイレが設置されています。この多目的 

トイレ、何となく存在は知ってはいるけど、実際にどのようなトイレなのかは、ほとんど

知らないという人が多いのではないでしょうか。今月号では、多目的トイレについて、

簡単にご紹介します。 

◆多目的トイレとは 

 

A タイプのトイレの例（一般教育棟 C棟 1階） 

 

●B タイプ：Aの設備に加え、オストメイト対応の設備も備えているタイプ。 



 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   

一般教育棟 D棟 1階 

 

【場   所】 

086-251-8553（支援室受付）    

 

【連 絡 先】 

月～金：10:00～12:00／13:00～17:00 【開室時間】 

shien-dr@okayama-u.ac.jp 

 

【 E-mail 】 

  

 

岡山大学 

学生総合支援センター 

障がい学生支援室 

バリアフリーマップ 

短時間利用を心がけましょう 

※鹿田キャンパスの多目的トイレは、アクセシビリティ実習で調査予定です。 

  誰でも利用可能とはいえ、優先されるべき人はいます。健常者にとっては、一般のトイレと 

多目的トイレの両方を選択することができますが、車いす利用の方にとっては多目的トイレしか

選択肢はありません。多目的トイレ内で、複数人でおしゃべりしながら着替えや化粧をしている

うちに長時間経っており、ドアの外で車いす利用の方をずっと待たせていた…などということの 

ないよう、短時間の利用を心がけましょう。 

 多目的トイレは、多様な人が利用可能なトイレであるため、障がいを有する人に限らず、

誰であっても利用することはできます。しかし、国土交通省による多機能トイレの利用実態   

調査（平成 23 年度）によると、車いす使用者のうち約 94％の方が、「多機能トイレで 

待たされた経験」があり、約 75％の方が、「多機能トイレが不足している」と感じている結果

が示されています。 

 障がい学生支援室では、下に示すようなバリアフリーマップを作成し、年に 1回修正 

しながら更新しています。バリアフリーサポーターの協力のもと、キャンパス内を実際に見て

回りながら、どのような設備が新たに設置・改修されたかを調査し、その調査結果を修正

に反映しています。  

 このバリアフリーマップには、今月号でご紹介した多目的トイレのほか、身体障がい者用

対応エレベーター、車いす用リフト、障がい者用駐車場、スロープ自動扉、スロープ手動

扉、点字ブロック、AEDなど、多様な情報が記載されています。  

 津島キャンパス、鹿田キャンパスのそれぞれ作成されており、共に岡山大学の HP上で

公開されていますので、興味のある方はご覧ください。 

 URL：http://www.okayama-u.ac.jp/tp/society/barrierfreemap.html 

Cタイプのトイレの例（一般教育棟B棟3階） 

 

●A タイプ：ほぼ全ての多目的トイレ（以下の B タイプ、C タイプを除く） 

●B タイプ：第 2体育館の多目的トイレのみ 

●C タイプ：一般教育棟 B棟 1～4階の多目的トイレ 

農学部 1号館 1階の多目的トイレ（男性用トイレ内のみ設置） 

自然科学系総合研究棟 1～6階の多目的トイレ 

津島キャンパスの多目的トイレはどのタイプ？ 


